
添 付 資 料 





 

添 付 資 料 

 
 

1. 調査団員・氏名 .................................................................................................................. A-1-1 

2. 調査行程 .............................................................................................................................. A-2-1 

3. 関係者（面会者）リスト ................................................................................................... A-3-1 

4. 討議議事録（M/D） 

 4-1 討議議事録（2017 年 7 月） ................................................................................ A-4-1 

 4-2 討議議事録（2017 年 12 月） ............................................................................ A-4-33 

5. テクニカル・ノート ........................................................................................................... A-5-1 

6. ソフトコンポーネント計画書 ........................................................................................... A-6-1 

7. 収集資料リスト .................................................................................................................. A-7-1 

8. その他の資料 

 8-1 敷地測量図 ............................................................................................................. A-8-1 

 8-2 地盤調査結果 ......................................................................................................... A-8-2 

 8-3 試掘調査状況 ......................................................................................................... A-8-9 

 8-4 建築許可証 ........................................................................................................... A-8-10 

 8-5 消防法における許可書 ....................................................................................... A-8-12 

 8-6 植栽伐採における許可書 ................................................................................... A-8-19 

 8-7 VCC 運営において連携可能な組織 .................................................................. A-8-22 

 8-8 民間委託における政府／民間企業の役割分担 ............................................... A-8-24 

 8-9 コンベンションセンター運営におけるオーナー／オペレータ―の 

役割分担 ............................................................................................................... A-8-28 

 8-10 類似施設事例 ....................................................................................................... A-8-31 

 8-11 環境影響評価レポート（環境マネジメントプラン） ................................... A-8-36 

 8-12 GRIHA 設計評価レポート ................................................................................. A-8-49 

 8-13 GRIHA Pre-Certification ....................................................................................... A-8-98 

 8-14 進捗報告書(Project Monitoring Report) .............................................................. A-8-99 

 8-15 免税情報シート ................................................................................................. A-8-116 

 

 
 





 

(1) 第一次現地調査（2017/7/03～2017/08/10） 
名前 担当 所属

1. 岩間 敏之 総括 JICA 社会基盤・平和構築部 専任参事 

2. 江上 雅彦 無償計画 JICA 社会基盤・平和構築部 都市・地域開発グルー

プ 

第二チーム 課長補佐 

3. 大河原 誠也 無償計画 JICA 南アジア部 南アジア第一課（インド・ブータ

ン） 

4. 佐々 優子 業務主任・施設計画１ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

5. ラホティ アシシ 副業務主任・施設計画２ 株式会社 日建設計

6. 大泉 道郎 建築設計１ 株式会社 日建設計

7. 重里 輝夫 施工計画・積算１ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

8. 藤井 匡輔 設備設計（電気）１ 株式会社 日建設計

9. 谷川 敬祐 構造設計１ 株式会社 日建設計

10. 福岡 裕一 財務・運営管理計画１ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

11. 加藤 夕佳 財務・運営管理計画２ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

12. レン ジョンストン 交通計画 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

13. 青木 洋一 建築設計２ 株式会社 日建設計

14. 横山 早太郎 建築設計４ 株式会社 日建設計

15. 吉田 亨 設備設計（機械）１ 株式会社 日建設計

16. 河野 絢香 業務調整／ジェンダー配慮／施設計画３ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

(2) 第二次現地調査（2017/09/15～2017/09/28） 
名前 担当 所属

1. 江上 雅彦 無償計画 JICA 社会基盤・平和構築部 都市・地域開発グループ

第二チーム 課長補佐 

2. 佐々 優子 業務主任／施設計画１ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

3. ラホティ アシシ 副業務主任／施設計画２ 株式会社 日建設計

4. 大泉 道郎 建築設計１ 株式会社 日建設計

5. 重里 輝夫 施工計画／積算１ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

6. 藤井 匡輔 設備設計（電気）１ 株式会社 日建設計

7. 谷川 敬祐 構造設計１ 株式会社 日建設計

8. 加藤 夕佳 財務・運営管理計画２ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

9. 青木 洋一 建築設計２ 株式会社 日建設計

10. 吉田 亨 設備設計（機械）１ 株式会社 日建設計
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(3) 第三次調査：準備調査報告書（案）説明（2017/11/26～2017/12/05） 

名前 担当 所属

1. 江上 雅彦 無償計画 JICA 社会基盤・平和構築部 都市・地域開発グループ

第二チーム 課長補佐 

2. 市川 建作 計画管理 JICA 資金協力業務部 実施監理第二課 

3. 佐々 優子 業務主任・施設計画１ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

4. ラホティ アシシ 副業務主任・施設計画２ 株式会社 日建設計

5. 大泉 道郎 建築設計１ 株式会社 日建設計

6. 藤井 匡輔 設備設計（電気）１ 株式会社 日建設計

7. 谷川 敬祐 構造設計１ 株式会社 日建設計

8. 福岡 裕一 財務・運営管理計画１ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

9. 藤本 雅彦 環境社会配慮 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

10. 横山 早太郎 建築設計４ 株式会社 日建設計

11. 吉田 亨 設備設計（機械）１ 株式会社 日建設計

12. 河野 絢香 業務調整／ジェンダー配慮／施設計画３ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

(4) 第四次調査：入札図書説明（2018/2/13～2018/2/21） 

名前 担当 所属

1. 佐々 優子 業務主任・施設計画１ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

2. ラホティ アシシ 副業務主任・施設計画２ 株式会社 日建設計

3. 大泉 道郎 建築設計１ 株式会社 日建設計

4. 福岡 裕一 財務・運営管理計画１ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

5. 加藤 夕佳 財務・運営管理計画２ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

6. 青木 洋一 建築設計２ 株式会社 日建設計

7. 河野 絢香 業務調整／ジェンダー配慮／施設計画３ 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル

(5) 第五次調査：試験杭実施監理（2018/3/15～2018/3/28, 2018/4/16～2018/4/29） 

名前 担当 所属

1. 富田 奉 試験杭監理 株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル
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1) 第一次現地調査：2017/07/03～2017/08/10
総括／施設計画1 副総括／施設計画2 建築設計１ 建築設計2 設備設計（電気）1 設備設計（機械）1

財務・運営管理計画
１

財務・運営管理計画
２

交通計画
業務調整/ジェンダー

/施設計画3

佐々　優子 ラホティ　アシシ 大泉　道郎 横山　早太郎 藤井 吉田　亨 福岡　裕一 加藤　夕佳 レンジョンストン 河野

JICA OCG NIKKEN NIKKEN NIKKEN NIKKEN NIKKEN OCG OCG OCG OCG

1 7月3日 月 NRT ⇒DEL

2 7月4日 火 NRT ⇒DEL NRT ⇒DEL 類似施設見学

3 7月5日 水
類似施設見学

DEL 19:05 ⇒VNS
20:45 by SG2538

4 7月6日 木
午前：バラナシ市長表敬、

PMU協議
午後：VNS⇒DEL（飛行機）

業務主任に同じ

5 7月7日 金
午前：DEL⇒LKO（飛行機）

UP州知事表敬

午後：LKO⇒DEL（飛行機）
業務主任に同じ

6 7月8日 土 DEL 業務主任に同じ NRT ⇒DEL

7 7月9日 日 業務主任に同じ 業務主任に同じ

8 7月10日 月 業務主任に同じ 業務主任に同じ

9 7月11日 火 業務主任に同じ 業務主任に同じ

夜移動　DEL⇒

11 7月13日 木 ⇒NRT
午後：DEL⇒VNS
（飛行機移動）

夜移動　DEL⇒ 夜移動　DEL⇒ 夜移動　DEL⇒ 業務主任に同じ 業務主任に同じ 業務主任に同じ

12 7月14日 金 サイト調査 ⇒NRT ⇒NRT ⇒NRT
財務・運営管理計画

調査
交通計画調査 業務主任に同じ

13 7月15日 土 サイト調査
財務・運営管理計画

調査
交通計画調査 業務主任に同じ

14 7月16日 日 サイト調査
財務・運営管理計画

調査
交通計画調査 業務主任に同じ

15 7月17日 月
ヴァラナシ市協議、自
然条件調査（再委託）

見積依頼

財務・運営管理計画
調査

交通計画調査 業務主任に同じ

16 7月18日 火 サイト調査
財務・運営管理計画

調査
交通計画調査 業務主任に同じ

17 7月19日 水 サイト調査
財務・運営管理計画

調査
交通計画調査 業務主任に同じ

18 7月20日 木 サイト調査
財務・運営管理計画

調査
交通計画調査 業務主任に同じ

19 7月21日 金
午後：VNS⇒DEL
（飛行機移動）

NRT ⇒DEL
財務・運営管理計画

調査
交通計画調査 業務主任に同じ

20 7月22日 土
関係機関協議および

調査
午後：DEL⇒VNS
（飛行機移動）

財務・運営管理計画
調査

交通計画調査 サイト調査

21 7月23日 日
関係機関協議および

調査
財務・運営管理計画

調査
財務・運営管理計画

調査
交通計画調査 業務主任に同じ

22 7月24日 月
関係機関協議および

調査
財務・運営管理計画

調査
財務・運営管理計画

調査
交通計画調査 業務主任に同じ

23 7月25日 火
関係機関協議および

調査
財務・運営管理計画

調査
財務・運営管理計画

調査
交通計画調査 業務主任に同じ

24 7月26日 水
関係機関協議および

調査
財務・運営管理計画

調査
財務・運営管理計画

調査
交通計画調査 業務主任に同じ

25 7月27日 木
関係機関協議および

調査
財務・運営管理計画

調査
財務・運営管理計画

調査
交通計画調査 業務主任に同じ

26 7月28日 金
関係機関協議および

調査
財務・運営管理計画

調査
財務・運営管理計画

調査
交通計画調査 業務主任に同じ

27 7月29日 土
関係機関協議および

調査
AM: VNS⇒DEL AM: VNS⇒DEL 交通計画調査 業務主任に同じ

28 7月30日 日
関係機関協議および

調査
NRT ⇒DEL

関係機関協議および
調査

関係機関協議および
調査

交通計画調査 業務主任に同じ

29 7月31日 月
関係機関協議および

調査
業務主任に同じ 夜移動　DEL⇒ 夜移動　DEL⇒ 交通計画調査 業務主任に同じ

30 8月1日 火 ⇒NRT ⇒NRT 交通計画調査 業務主任に同じ

31 8月2日 水 交通計画調査 業務主任に同じ

32 8月3日 木 交通計画調査 業務主任に同じ

33 8月4日 金 交通計画調査 業務主任に同じ

34 8月5日 土 交通計画調査 業務主任に同じ

35 8月6日 日 交通計画調査 業務主任に同じ

36 8月7日 月 交通計画調査 業務主任に同じ

37 8月8日 火
VNS⇒DEL

DEL⇒
業務主任に同じ

38 8月9日 水 ⇒NRT
業務主任に同じ
夜移動　DEL⇒

39 8月10日 木 ⇒NRT

40 8月11日 金

【凡例】

NRT: 成田、　DEL: デリー、　VNS：バラナシ、　LKO：ラクノウ

滞在場所： バラナシ
デリー
ﾑﾝﾊﾞｲ
ラクノウ
移動日

類似施設見学

月日

官ベース団員

総括
計画管理

NRT ⇒DEL

10 7月12日 水

ミニッツ協議・調印、
大使館及びJICA事務所報告 業務主任に同じ

NRT ⇒DEL NRT ⇒DEL

Del⇒Mumbai
（飛行機移動）

Munbai =>Del
（飛行機移動）

関係機関協議および調査

業務主任に同じ NRT ⇒DEL

⇒NRT

午前：在インド日本国大使館及びJICA事務
所表敬、ICR説明・協議、

DEL 19:05 ⇒VNS 20:45 by SG2538

類似施設見学
DEL 19:05 ⇒VNS 20:45 by SG2538

バラナシ市協議および調査

バラナシ市協議および調査

午後：VNS⇒DEL
（飛行機移動）

関係機関協議、テクニカルノート協議

関係機関協議、テクニカルノート協議

テクニカルノート協議・署名、大使館及びJICA報告
夜移動　DEL⇒

午後：DEL⇒VNS
（飛行機移動）

ミニッツ協議

DEL

ミニッツ協議

類似施設訪問
LKO 15:40 ⇒ VNS 16:45 by 9W856

午前：バラナシ市長表敬、PMU協議
午後：現地傭人面談

午前：VNS⇒DEL（車）
午後：UP州知事表敬
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2) 第二次現地調査：2017/09/15～2017/09/28
日程 行程

1.  9/18（月） 成田～デリー（佐々・重里・加藤）

2. 9/19（火） JICA 表敬、NSD, JETRO 等へのヒアリング 
成田～デリー（アシシ・大泉・青木・谷川・吉田・藤井）

3.  9/20（水） 現地コンサルタント、現地コントラクターとの協議

4.  9/21（木） MoHUA との協議 
5. 9/22（金） PMU との協議

6. 9/23（土） VDA, MC との協議

7. 9/24（日） 地盤調査会社との打ち合わせ

8.  9/25（月） PMU、CFO、電力局との協議、Smart City へのヒアリング調査 
9. 

9/26（火） 現地コンサルタント、現地ゼネコン、インド駐在本邦ゼネコン、建材メ

ーカー等との協議

10. 9/27（水） 舞台機構に関する会議、MoHUA および JICA への報告

11. 9/28（木） 帰国：デリー～成田

Chief Consultant /
Facility Planning 1

Vice Chief
Consultant /

Facility Planning 2

Construction
Planning / Cost

Estimation 1

Architectural
Design 1

Architectural
Design 2

Facility Design
(Electricity) 1

Facility Design
(Machinery) 1 Structure Design 1

Financial,
Operational and

Management
Planning 2

Project
Coordinator

Yuko SASA Ashish LAHOTI Teruo JURI Michio OIZUMI Yoichi AOKI Kyosuke FUJII Toru YOSHIDA Keisuke
TANIKAWA Yuka KATO Rahul CHAUDHARY

15-Sep Fri AMD1510 >> DEL1655
by 6E555

AMD1510 >> DEL1655
by 6E555

16-Sep Sat Delhi Delhi

17-Sep Sun Delhi Delhi

18-Sep Mon NRT1810 >> DEL2350
by NH827

NRT1810 >> DEL2350
by NH827

Delhi Delhi

19-Sep Tue Delhi NRT1810 >> DEL2350
by NH827

Delhi NRT1230 >> DEL1735
by JL749

NRT1230 >> DEL1735
by JL749

NRT1230 >> DEL1735
by JL749

NRT1230 >> DEL1735
by JL749

NRT1230 >> DEL1735
by JL749

Delhi Delhi

20-Sep Wed Delhi Delhi Delhi Delhi Delhi Delhi Delhi Delhi Delhi Delhi

21-Sep Thu DEL1905 >> VNS2045
by SG2538

DEL1905 >> VNS2045
by SG2538

DEL1905 >> VNS2045
by SG2538

DEL1905 >> VNS2045
by SG2538

DEL1905 >> VNS2045
by SG2538

DEL1905 >> VNS2045
by SG2538

DEL1905 >> VNS2045
by SG2538

DEL1905 >> VNS2045
by SG2538

DEL1905 >> VNS2045
by SG2538

DEL1905 >> VNS2045
by SG2538

22-Sep Fri VNS VNS VNS VNS VNS VNS VNS VNS VNS VNS

23-Sep Sat VNS VNS VNS VNS VNS VNS VNS VNS VNS VNS

24-Sep Sun VNS VNS VNS1830 >> DEL2005
by  6E635

VNS VNS VNS VNS VNS1830 >> DEL2005
by  6E635

VNS VNS

25-Sep Mon VNS
VNS >> DEL

VNS
VNS >> DEL

DEL VNS
VNS >> DEL

VNS
VNS >> DEL

VNS
VNS >> DEL

VNS
VNS >> DEL

DEL VNS
VNS >> DEL

VNS
VNS >> DEL

26-Sep Tue LKO
LKO >>DEL

DEL DEL DEL DEL DEL DEL DEL
DEL1935 >>

DEL DEL

27-Sep Wed DEL DEL DEL0115 >> NRT1300
by NH828

DEL
DEL1935 >>

DEL
DEL1935 >>

DEL
DEL1935 >>

DEL
DEL1935 >>

NRT0725 by JL740 DEL DEL

28-Sep Thu DEL0115 >> NRT1300
by NH828

DEL0115 >> NRT1300
by NH828

NRT0725 by JL740 NRT0725 by JL740 NRT0725 by JL740 NRT0725 by JL740 DEL0900 >> SIN1725
SIN2250 >> HND0645

Delhi
Varanasi
Lucknow
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3) 第三次現地調査（準備調査報告書（案）説明）：2017/11/26～2017/12/05
日程 全体行程

1. 11 月 26 日（日） ・出国日：成田発～デリー着

2. 11 月 27 日（月） ・PS との免税・還付措置に関する協議（ラクノウ） 
・現地設計事務所（Rajeev Agrawal Architects 社）と設計内容・技術打合せ（デリー）

3. 11 月 28 日（火） ・MoHUA との協議 
・現地傭人：劇場設計コンサルタント（T2 社）との協議 

4. 11 月 29 日（水） ・移動：デリー～ヴァラナシ

・サイト視察

・MC、DC との協議 
・PMU との協議 
・オペレーションについて ICCR、SPV と協議 
・移動：ヴァラナシ～デリー

5. 11 月 30 日（木） ・現地コンサルタントとのワークショップ

・MoHUA と MD 協議 
・O＆M コンサルタントとの協議 

6. 12 月 1 日（金） ・劇場視察（ビギャン・バワン）

・環境コンサルタントと協議

・MoHUA と MD 協議 

7. 12 月 2 日（土） ・試掘調査 段取り

・現地調査結果まとめ、団内協議

8. 12 月 3 日（日） ・移動：デリー～ヴァラナシ

・試掘調査 立会い（ヴァラナシ）

・移動：ヴァラナシ～デリー

9. 12 月 4 日（月） ・調査結果まとめ

・帰国：成田～デリー

10. 12 月 5 日（火） ・帰国日：成田着
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JICA JICA OCG OCG OCG Nikken Nikken Nikken Nikken Nikken Nikken OCG

社会基盤・
平和構築部

資金協力業務部
業務主任/
施設計画1

財務・運営
監理計画

環境社会配慮
副総括/

施設計画2 建築設計１ 構造設計１ 建築設計４ 設備設計（電気）1 設備設計（機械）１
業務調整／ジェン
ダー配慮／施設計

画３

江上 雅彦 市川　建作 佐々　優子 福岡　裕一 藤本　雅彦 ラホティ　アシシ 大泉　道郎 谷川　敬祐 横山　早太郎 藤井　匡輔 吉田　亨 河野　絢香

AM 11:45
NARITA OUT

11:45
NARITA OUT

11:45
NARITA OUT

11:45
NARITA OUT

11:45
NARITA OUT

11:45
NARITA OUT

11:45
NARITA OUT

NRT > DEL
(JL749)

NRT > DEL
(JL749)

NRT > DEL
(JL749)

NRT > DEL
(JL749)

NRT > DEL
(JL749)

NRT > DEL
(JL749)

NRT > DEL
(JL749)

18:20
DELHI IN

18:20
DELHI IN

NRT>>DEL
(NH0827//

17:15 - 00:05)

18:20
DELHI IN

18:20
DELHI IN

18:20
DELHI IN

18:20
DELHI IN

18:20
DELHI IN

9：30
Meeting w/TAX
Exp

9：30
Meeting w/TAX
Exp

Meeting w/
Rajeev Agarwal &
Associates

Meeting w/
Rajeev Agarwal &
Associates

OCI Meeting w/
THINK BIM

Meeting with
THINK BIM

9：30
Meeting w/TAX
Exp

DEL - LKO
(6E-943//13：35 -
14：40)

DEL - LKO
(6E-943//13：35 -
14：40)

11:45
NARITA OUT

DEL - LKO
(6E-943//13：35 -
14：40)

11:45
NARITA OUT

NRT > DEL
(JL749)

NRT > DEL
(JL749)

OCI

16:00 - 17:00
Meeting
w/Principal
Secretary

16:00 - 17:00
Meeting
w/Principal
Secretary

18:20
DELHI IN

16:00 - 17:00
Meeting
w/Principal
Secretary

18:20
DELHI IN

LKO - DEL
(6E 447//20:05 -
21:20)

LKO - DEL
(6E 447//20:05 -
21:20)

LKO - DEL
(6E 447//20:05 -
21:20)

Meetinig
w/MoHUA

Meetinig
w/MoHUA

Meetinig
w/MoHUA

Meeting with
Local
Consultants

Work Shop W/T2
Meeting with
Local
Consultants

Meeting with
Local
Consultants

Meetinig
w/MoHUA

Meeting w/DEA Meeting w/DEA Meeting w/DEA 10:30
WS W/T2

Work Shop W/T2 Meeting w/DEA

14:00
Meeting
w/YAMAHA

14:00
Meeting
w/YAMAHA

DEL > VNS
(6E-826//18:10 -
19:35)

DEL > VNS
(6E-826//18:10 -
19:35)

DEL > VNS
(6E-826//18:10 -
19:35)

DEL > VNS
(6E-826//18:10 -
19:35)

DEL > VNS
(6E-826//18:10 -
19:35)

DEL > VNS
(6E-826//18:10 -
19:35)

DEL > VNS
(6E-826//18:10 -
19:35)

DEL > VNS
(6E-826//18:10 -
19:35)

Meeting w/VNN
 (Municipal
Commissioner)

Meeting w/VNN
 (Municipal
Commissioner)

Meeting w/VNN
 (Municipal
Commissioner)

Meeting w/VNN
 (Municipal
Commissioner)

Meeting w/VNN
 (Municipal
Commissioner)

Meeting with
Local
Consultants

Meeting with
Local
Consultants

Meeting w/VNN
 (Municipal
Commissioner)

Meeting w/VNN
(Divisional
Commissioner)

Meeting w/VNN
(Divisional
Commissioner

Meeting w/VNN
(Divisional
Commissioner

Meeting w/VNN
(Divisional
Commissioner

Meeting w/VNN
(Divisional
Commissioner

Meeting w/VNN
(Divisional
Commissioner

Visit to SITE
Meeting with
Local
Consultants

Meeting with
Local
Consultants

Meeting with
Local
Consultants

Meeting with
Local
Consultants

VNS>>DEL
(SG2418//21:00-
22:45)

VNS>>DEL
(SG2418//21:00-
22:45)

VNS>>DEL
(SG2418//21:00-
22:45)

VNS>>DEL
(SG2418//21:00-
22:45)

VNS>>DEL
(SG2418//21:00-
22:45)

VNS>>DEL
(SG2418//21:00-
22:45)

VNS>>DEL
(SG2418//21:00-
22:45)

VNS>>DEL
(SG2418//21:00-
22:45)

9:30
Meeting w/O&M
Exp.

9:30
Meeting w/O&M
Exp.

9:30
WS w/Think
BIM,Rajeev

9:30
WS w/Think
BIM,Rajeev

9:30
WS w/Think
BIM,Rajeev

10:30
Meeting with
Panasonic

9:30
WS w/Think
BIM,Rajeev

9:30
WS w/Think
BIM,Rajeev

Meeting
wi/MoHUA on
M/D

Meeting
wi/MoHUA on
M/D

Meetinig
w/Environment
Exp

Meeting
w/Vendors

Meeting
w/Vendors

Meeting
w/MoHUA

Meeting
w/MoHUA

Meeting
w/MoHUA

Meeting
w/MoHUA

Meeting
w/MoHUA

Meeting w/Localc
Consultants

Meeting with
Local

Consultants

Meeting with
Local

Consultants

Meeting with
Local

Consultants
Meeting
w/MoHUA

Report to EOJ

Report to EOJ Report to EOJ
Meetinig
w/Environment
Exp ?

Report to EOJ Report to EOJ Report to JICA

Report to JICA Report to JICA Report to JICA Report to JICA

20:20
DELHI OUT

20:20
DELHI OUT

20:20
DELHI OUT

20:20
DELHI OUT

20:20
DELHI OUT

20:20
DELHI OUT

20:20
DELHI OUT

OCI
DEL > NRT
 (JL740//20:20 -
07:10)

DEL > NRT
 (JL740//20:20 -
07:10)

01:25
DELHI OUT

DEL > NRT
 (JL740//20:20 -
07:10)

DEL > NRT
 (JL740//20:20 -
07:10)

DEL > NRT
 (JL740//20:20 -
07:10)

DEL > NRT
 (JL740//20:20 -
07:10)

DEL > NRT
 (JL740//20:20 -
07:10)

OCI

DEL > NRT
 (NH0828/
01:25 - 12:45)

DEL-VNS DEL-VNS

Excavate Excavate

VNS-DEL VNS-DEL

OCI OCI

20:20
DEL OUT

20:20
DEL OUT

10-Jan 5-Dec Tue AM
DEL > NRT
 (JL740//20:20 -
07:10)

DEL > NRT
 (JL740//20:20 -
07:10)

7-Jan

8-Jan

9-Jan

Pride Plaza Hotel

Pride Plaza Hotel

4-Dec Mon

3-Jan

4-Jan

5-Jan

6-Jan

Radisson//Pride Plaza Hotel

Pride Plaza Hotel

Pride Plaza Hotel

Pride Plaza Hotel

1-Dec Fri

30-Nov

PM

DEL > NRT
  (AI306//21:15 - 08:00)

Report to JICA

21:15
DELHI OUT

Report to EOJ

PM

AM

AM

AM

PM

AM

PM

PM

Workshop on Grand Aid Scheme

Meeting w/MoHUA

PM

AM

16:00 - 17:00
Meeting w/UP state PS

2-Jan

PM

Meeting w/VNN
 (Municipal Commissioner)

Meeting wi/MoHUA on M/D

LKO - DEL
(6E 447//20:05 - 21:20)

Meeting w/DEA

 DEL > VNS
(6E826//18:10 - 19:35)

Meetinig w/MoHUA

Meeting w/VNN
(Divisional Commissioner)

VNS>>DEL
(6E635//18:30 - 20:05)

AM

PM

AM

03rd Field Survey
(26th NOV - 4th DEC)

PM

9:30 - 10:30
Meetinig w/JICA

NRT > DEL
(AI307)

11:30
NARITA OUT

18:00
DELHI IN

DEL - LKO
(6E-943//13：35 - 14：40)

9:00
JICA Indian Office

AM

26-Nov Sun

Pride Plaza Hotel

Pride Plaza Hotel

27-Nov Mon

3-Dec Sun

Pride Plaza Hotel

2-Dec Sat

Thu

28-Nov Tue

29-Nov Wed
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4) 第四次調査（入札図書説明）：2018/2/13～2018/2/21
日程 全体行程

1. 2 月 19 日（月） デリー着（加藤）、運営関連打合せ

2. 2 月 20 日（火） 出国日：成田～デリー

3. 2 月 21 日（水） MoHUA との協議、試験杭実施 打合せ、GRIHA 申請について打合せ 

4. 2 月 22 日（木） JICA インド事務所との協議、移動：デリー～ヴァラナシ 

5. 2 月 23 日（金） ヴァラナシ市役所、PMU との協議 

6. 2 月 24 日（土） 敷地（再）測量調査実施、帰国：ヴァラナシ～デリー～成田（日建設計）

7. 2 月 25 日（日） ヴァラナシ～デリー（佐々・河野）

8. 2 月 26 日（月） MoHUA との協議、JICA との協議 

9. 2 月 27 日（火） MoHUA との協議、JICA との協議 

10. 2 月 28 日（水） 試験杭実施の契約締結

11. 3 月 1 日（木） 調査結果まとめ、帰国：デリー～成田

12. 3 月 2 日（金） 帰国日：成田着

1 2 3 4 5 6

OCG Nikken Nikken Nikken OCG OCG

業務主任/
施設計画1 建築設計１

副総括/
施設計画2 建築設計2

業務調整／ジェンダー配慮／
施設計画３

財務・運営管理計画２

Yuko
SASA

Michio
OIZUMI

Ashish
LAHOTI Yoichi AOKI Ayaka KAWANO Yuka KATO

佐々　優子 大泉　道郎 ラホティ　アシシ 青木　洋一 河野　絢香 加藤　夕佳

AM 09:05 Vijayawada
11:20 Delh (AI460)

PM 14:00 MTG O&M @Office

AM 11:30
NARITA OUT

11:30
NARITA OUT

11:30
NARITA OUT

11:30
NARITA OUT

Meeting w/OWH Pvt.

PM 18:20
DEL IN　(JL749）

18:20
DEL IN　(JL749）

NRT>>DEL (NH0827)
17:15 - 00:15

18:20
DEL IN　(JL749）

18:20
DEL IN　(JL749）

AM 11:00-15:00 MoHUA 11:00-15:00 MoHUA 11:00-15:00 MoHUA 11:00-15:00 MoHUA 11:00 Habitat Centre

PM 15:30 Meeting
16:00 Pinnacle Piling

17:00 Rajeeve 17:00 Rajeeve 17:00 Rajeeve 15:30 Meeting
16:00 Pinnacle Piling

AM 10:00 JICA
12:30 GRIHA /Gordrej

10:00 JICA
12:30 GRIHA /Gordrej

10:00 JICA
12:30 GRIHA /Gordrej

10:00 JICA
12:30 GRIHA /Gordrej

10:00 JICA
12:30 GRIHA /Gordrej

Meeting

PM 16:30 - 18:00
DEL - VNS (6E176)

16:30 - 18:00
DEL - VNS (6E176)

16:30 - 18:00
DEL - VNS (6E176)

16:30 - 18:00
DEL - VNS (6E176)

16:30 - 18:00
DEL - VNS (6E176)

16:30 - 18:00
DEL - VNS (6E176)

AM 11:00 PMU. VMC 11:00 PMU. VMC

PM

AM 7:30 Site survey
Discussion on O&M

textile Museum textile Museum textile Museum 7:30 Site survey
Discussion on O&M

12:00 Meeting w/SPV
@Nagar Nigam

PM
13:35 - 14:55 (UK 817)
VNS - DEL
20:20 DEL OUT

12:30 - 14:00
VNS to Mumbai (9W-2530)

13:35 - 14:55 (UK 817)
VNS - DEL
20:20 DEL OUT

AM 13:35 VNS - 14:55 DEL
(UK817)

07:20
NRT IN  (JL740)

07:20
NRT IN  (JL740)

13:35 VNS - 14:55 DEL
(UK817)

8:40 - 10:45
VNS- HYD

PM 13:05 - 14:00
HYD - VGA

AM MOHUA and PMU OCI

PM 14:00 JICA 14:00 JICA

AM OCI

PM 13:00 MoHUA
17:00 JICA

13:00 MoHUA
17:00 JICA

AM 10:00 Contract Agreement
w/ Pinnacle Piling

10:00 Contract Agreement
w/ Pinnacle Piling

PM

AM Delhi OCI

PM DEL OUT
to COLOMBO

20:20
DELHI OUT

2-Mar Fri AM 07:20
NRT IN  (JL740)

PMHoli

10 28-Feb Wed

11 1-Mar Thu

12

Sat

4 22-Feb Thu

5 23-Feb Fri

6 24-Feb

04th Field Survey

3

9

21-Feb Wed

2 20-Feb Tue

1 19-Feb Mon

27-Feb Tue

8 26-Feb Mon

7 25-Feb Sun
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5) 第五次調査（試験杭実施監理）：2018/3/15～2018/3/28, 2018/4/16～2018/4/29
日程 全体行程

試験杭実施１

1. 3 月 15 日（木） 成田～デリー

2. 3 月 16 日（金） 国内移動：デリー～ヴァラナシ

3. 3 月 17 日（土） 杭業者打合せ、コンクリート業者打合せ

4. 3 月 18 日（日） 施工における仕様確認

5. 3 月 19 日（月） 試験杭１ 杭打ち施工

6. 3 月 20 日（火） 試験杭１ 杭打ち施工

7. 3 月 21 日（水） 試験杭 2 杭打ち施工 

8. 3 月 22 日（木） 試験杭 2 杭打ち施工 

9. 3 月 23 日（金） PMU 打合せ 

10. 3 月 24 日（土） 現地施工事例 調査

11. 3 月 25 日（日） 施工における仕様確認

12. 3 月 26 日（月） 現地施工事例 調査

13. 3 月 27 日（火） コンクリート試供体１ 1 週強度破壊試験 

14. 3 月 28 日（水） コンクリート試供体 2 １週強度破壊試験 
移動：ヴァラナシ～デリー、帰国：デリー～成田

15. 3 月 29 日（木） 帰国日：成田着

試験杭実施 2 

16. 4 月 16 日（月） 出国：成田～デリー

17. 4 月 17 日（火） 施工業者打合せ

18. 4 月 18 日（水） 移動：デリー～ヴァラナシ

19. 4 月 19 日（木） コンクリート試供体 1/2 4 週強度破壊試験 
試験杭 1 載荷試験 実施 

20. 4 月 20 日（金） 試験杭 1 載荷試験 実施 

21. 4 月 21 日（土） 試験杭 1 載荷試験 実施 

22. 4 月 22 日（日） 試験結果レポート作成

23. 4 月 23 日（月） 試験杭 2 載荷試験 実施、施工条件調査（現地警察との協議） 

24. 4 月 24 日（火） 試験杭 2 載荷試験 実施 

25. 4 月 25 日（水） 試験杭 2 載荷試験 実施 

26. 4 月 26 日（木） 試験結果レポート作成、PMU 打合せ 

27. 4 月 27 日（金） 移動：ヴァラナシ～デリー

28. 4 月 28 日（土） 調査結果まとめ、帰国：デリー～成田

29. 4 月 29 日（日） 帰国日：成田着
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1. Embassy of Japan in India （在インド日本国大使館）

Mr.Kenko SONE 曽根 健考 : Minister 

Ms. Yasuko NISHIMURA 西村 泰子 : First Secretary 

Mr. Kiyoshi FURUHASHI 古橋 季良 : Counsellor 

2. JICA（独立行政法人 国際協力機構）

Mr. Takema SAKAMOTO 坂本 威午 : Chief Representative 

Mr. Takayoshi TANGE 丹下 能嘉 : Senior Representative 

Mr. Akamine, Kengo 赤嶺 剣悟 :Deputy Director 

Mr.Yoshiki EHARA 江原 由樹 : Representative 

Ms. Momoko Furuhashi 古橋 桃子 : Representative 

Mr. M.P.Singh : Chief Dev.Specialist 

Ms. Aditi Puri : Lead Development Specialist 

3. Ministry of Housing and Urban Affairs（住宅都市省）

Mr. Durga Shanker MISHRA : Secretary 

Dr. Sameer SHARMA : Additional Secretary 

Mr. Prakash : J.S 

Mr. Sumit Gaumar : Under Secretary 

Mr. V.K. Chaurasia : Joint Advisor 

Mr. Avanish Kumar Mishra : Director 

4. Project Management Unit

Mr. R.P.Singh 
: Project Director, 

(Superintending Engineer/CPWD) 

Mr. A.K.Singh : (Executive Engineer/CPWD) 

Mr. Pamesh Singh : Operation Manager (VMC) 

Mr. Abhishek VERMA : (Assistant Executive Engineer/CPWD) 

5. UP State（ウッタル・プラデッシュ州）

Mr. RamaKant Pandy : Special  

Mr. Vishal Bhardwaj : Additional Director 

Mr. Peeyurh paukag : General manager 

6. Varanasi Divisional Commissioner

Mr. Nitin R. Gokarn : Commissione 

7. CPWD

Mr. Adhay Sinha : Director General 

8. Varanasi Municipal Corporation（ヴァラナシ市役所）

Dr. Nitin BANSAL : Municipal Commissioner 

Mr. Y. K. Divedi : Deputy Director 

添付資料 3：関係者（面会者）リスト
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Mr. Rakesh Rai : Chief Fire Officer 

Dr. B.M.Patel : Fire Officer 

Mr. Shreyansh Jain : Architect 

Mr. Arvind Kumar Srivastava : Executive Engineer 

Mr. Anoop Kumar Verma : IT Expert 

Mr. Lalit Mohau  : Electric Engineer/Lighting 

Mr. Sandeep Srirasdary : Coordinator, Computer Cell 

9. Varanasi Development Authority

Mr. Vinod Kumar Saxsena : Town Planner/Architect 

Mr. Prabhakar Pardey : D/M 

Mr. Niteesh PATDL : Architect 

Mr. Manoj Kumar : Asst. Town Planner 

10. National Building Construction Corporate

Mr. Sohan LAI : General Manager 

Mr. Anil Yadav : DGM 

11. Smart City SPV Varanasi（スマートシティ SPV）

Ms. Hemalatha M C : Team Leader 

Ms. Anamika CHAUDHARY : Associate Engineer 

Mr. Ruchi MISHRA : DGM-Archutecture 

12. National School of Drama

Mr. Ashok Sagar Bhagat : Professor, Teatre Archutecture 

13. Indian Council for Cultural Relations

Mr. Anurag Singh : Regional Officer 

14. Kamani Hall（カマニホール）

Mr. Puneet Agarwal : Manager 

Mr. J.P.Gupta : Booking Manager 

Mr. S.B.Kharb : Assistant Manager 

15. Narari Natak Mandali（ナラニ・ナタク・マンダリ）

Mr. Smi Enandoan Misma : Manager 

Mr. Arbit Shidhore : Diretor/Actor 

16. Siri Fort Auditorium Field Strip

Mr. Sharma : Chief Civil Engineer 

Mr. Tyagi : Chief Electrical Engineer 

17. National Agricultural Science Complex Convention Center

Mr. Shri PK Pawan : Senior Deputy General Manager 

18. Godrej &  Boyce Mfg.
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Mr.Chetan Bhoj : Manager /GRIHA Specialist 

19. JAIN & ASSOCIATES

Mr. Rishabh Chandre Jain : Managing Director 

Mr. Harsh Kumar Hain : Civil Engg & Director 

20. Rajeev Agarwal Architects

Mr. Rajeev AGARWAL : Director/Architects 

Mr. Lakhan Rastogi : Architects 

Mr. Rachit Puri : Architects 

Mr. Surendra Yadav : Architects 

Mr. Rajeev Agarwal 

Mr. Lakhan Rastogi 

Mr. Rachit Puri 

21. T2 Consulting Group

Mr. Kelvin Ashby-King :Managing Director 

22. Think BIM

Mr. Sharma : Manager 

Mr. Khan Mold Hasan : DGM Mechanical 

Mr. Taneja : Plumbing Fire Engineer 

Mr. Ashish Tiwari : Sr.GM Electrical 

Mr. Sohan Lal : Dy.Manager 

Mr. Anil Rawat : Manager Plumbing & FF 

23. VinTech Consultants

Dr. Vinod Jain Managing Director 

Mr. Ataur Rehman Sr Str Engineer 
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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

(1) 案件概要 

インド国（以下「イ」国）「ヴァラナシ国際協力・コンベンションセンター建設計画」

は、「イ」国の歴史及び文化の中心都市であるヴァラナシ市において、知的交流・人材

交流・市民交流と人的資源開発の活性化、ヴァラナシの観光業における経済発展効果に

資することを目的として、ヴァラナシ国際協力・コンベンションセンター（以下、VCC）
を整備するものである。VCC は、国際会議や政府会合等の開催、また、ヴァラナシにお

ける伝統的な音楽や舞踊等の文化行事の開催など、幅広い用途に活用されることを目的

として計画された施設である。メインホールは 1,200 席の観客席を有する劇場型のホール

であり、舞台上部にはフライタワーを備え、基本的な舞台特殊設備が整備される。 

本事業は、2015 年 12 月の日印首脳会談において、モディ首相より「日印双方がヴァラ

ナシ市でのコンベンションセンター開発の可能性を探究すること」への期待が表明され

たことに端を発する案件であり、当初より運営・維持管理の母体となる組織の構築が課

題であった。早期より運営体制の構築の必要性は議論されているものの、現状、決定に

まで至っていない。 

コンベンションセンターの運営においては、専門的な知識が要求されることから、本

事業をより効果的・効率的に実施し、人々に活用される施設とするためにも、組織体制

強化、運営責任者の能力強化は、意義のあるものである。 

(2) 準備調査結果 
当初より、「イ」国側では、運営組織体制については施設建設後に検討すればよいも

のと認識されていた。そのような状況の中、準備調査における協議を通じ、組織体制に

ついては、図 1 ように「イ」国側からの提案を得られた。以下に、現状で想定される組

織体制と、今後の検討課題を述べる。 

1) 組織体制（案） 

a） 館長 

館長については、VCC の運営組織形態次第（住宅都市省（MoHUA）の一部局とす

る、あるいはトラストやソサエティ形式として独立組織とする、等）で決定される

予定である。 
  

添付資料 6：ヴァラナシ国際協力・コンベンションセンター建設計画 
ソフトコンポーネント計画書 

 

A-6-3



 

2 

b） 運営管理マネージャーおよび運営・会計管理部門 

運営管理マネージャーおよび運営・会計管理部門の人員は、SPV of the Smart City1（以

下、SPV）、あるいはインド文化関係評議会（Indian Council for Cultural Relations: ICCR）
等の別組織から配置されることが検討されている。 
特に、運営管理マネージャーは、今後の運営計画に大きく関わるため、早急に任命

してもらう必要があるが、運営管理マネージャーが任命されるまでは、ヴァラナシ

市行政長官（Municipal Commissioner：MC）が VCC の運営全般に関する責任者とし

て、SPV のメンバーとともに対応することになっている。 

c） 資産管理マネージャーおよび施設運営・維持管理部門 

資産管理マネージャーおよび施設運営・維持管理部門は、中央公共事業局（Central 
Public Works Department : CPWD）から配置される予定である。すでに 2 名の電気技

術者が配置されることになっており、さらに建築系技術者 1 名の配置を提案してい

る。これらの技術者が施設全体の維持管理を担うことになる。 
 

上記の館長、運営管理マネージャー、および資産管理マネージャーの 3 名が VCC の

全体のマネジメントを行うキーパーソンとなる。この 3 名が、事業運営計画の基本方針、

体制構築の方針等の重要性を理解し、検討することが重要であるため、本ソフトコンポ

ーネントでは、主に、館長、運営管理マネージャー、資産管理マネージャーを対象とす

る。 

d） 舞台技術管理部門 

本施設は舞台特殊設備（舞台機構、舞台照明、舞台音響、映像設備）を有するた

め、これらの特殊設備を運用・維持管理する体制を、上記の施設運営・維持管理部

門内に構築する必要がある。「イ」国における類似施設調査より、多くの施設ではこ

れら専門性を有する技術者を施設ごとで雇用し、特殊設備の運営・維持管理に当た

っていることが確認された。よって、VCC でも同様の体制を構築する必要があると

考えられる。 
これら技術者には、舞台特殊設備および舞台演出への知識・技術が必要であるた

め、既にある程度の経験がある人材、もしくは専門の教育を受けた人材を雇用する

ことを検討している。施設利用の想定頻度と人員配置、部門内での人材育成の観点

より、各専門分野においてそれぞれ 3 名の配置が理想だが、専門人材が限られてい

                                                  
1 MoHUA が掲げるスマートシティミッションの下、2013 年に設立され、セクション 8 会社として州政府

と VMC の共同出資により設立された特別事業体。各スマートシティプロジェクトのプロジェクトマネジ

メントコンサルタンツ（PMC）が計画、承認、資金調達、実施、運営管理、評価を行う。 
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る現地状況を鑑み、2～3 名の配置を促したい。 

 舞台機構設備操作 ：2～3 名 

 舞台照明設備操作 ：2～3 名 

 舞台音響設備操作 ：2～3 名 

 映像設備操作 ：2～3 名 
合計 ：8 名（最低） 

  

（出典：JST） 
図 1 運営・維持管理体制 

2) 今後の検討課題 
i) 組織の形態、体制における課題 

 運営母体について、政府組織下、ソサエティ、トラスト、SPV の傘下、等の形

態は最終決定に至っていない。「イ」国側を中心として更なる議論、調整が必

要である。 
 組織体制については、運営に関しては一部民間委託を行う可能性もあり、委託

形態および委託先の検討が必要である。 
 ヴァラナシには舞台芸能の演出ができる企業や専門家は存在しないため、舞台

演出を対応することになる技術者の雇用に際しては、舞台演出の経験のある技

術者をどのように雇用するか、調整が必要である。 
 VCC 単独でイベントの誘致や開催、運営を担うようになるには、段階的に体制

を構築していく必要がある。当面は運営主体へのアドバイスを行うコミッティ
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ーメンバー及び支援組織が必要であると考えられ、そのメンバー及び役割の明

確化を検討する必要がある。 
 施設運営・維持管理部門の中心となる CPWD には、舞台特殊設備を備えた施

設の運営・維持管理の経験がないため、必要な技術の習得が必要である。 
 

ii) 運営計画における課題 
・ 予算に関しては、当面は大きな収益が見込めないことから、CPWD が VCC の

年間維持管理費を拠出することとされているが、利用料金設定等 VCC 事業運

営面の方針の検討を行う必要がある。 
・ 開館後のイベントプログラムの検討と作成が必要である。 
・ VCC の運営をさらに発展させるためには、VCC のみならず宿泊施設や公共交

通、周辺地域の衛生状態の改善など、周辺環境の整備も検討する（具体的な予

算措置、スケジュール）ことが有効である。現状、SPV が主体となり、Smart City
の他のプロジェクトである周辺のスタジアムや公園の再開発プロジェクトと

連携した運営が検討されている。 
・ 「イ」国側が、一部民間委託の形態を要望していることは確認されているが、

その導入方法については、決定には至っていない。また、民間委託に伴うリス

クや費用分担等も検討する必要がある。 
・ 民間委託を行うことを前提としても、当面は大きな収益が見込めないことから、

政府の補助金によって賄っていく必要がある。 
 

iii) 特殊舞台設備の運用・維持管理における課題 
上記、「ｄ）舞台技術管理部門」で述べた通り、VCC では舞台特殊設備を有するため、

これら設備を運営・維持管理できる体制を、構築することが求められる。 
「イ」国においては、VCC と同レベルの舞台特殊設備を有する施設は非常に限られ

ており、そうした専門家の母数が少ない。さらにヴァラナシにおいては、デリーやムン

バイに比べ、類似施設が有する設備が非常に限定されており、対応出来る専門業者を探

すのは困難である。 
このような舞台関連の専門技術者の状況は日本でも同様で、東京などの都心部では専

門業者（及び専門技術者の人材バンク）が存在しており、施設側がそうした人材を演目

に合わせて短期雇用することも可能だが、地方都市においてはこのような専門業者・専

門技術者が不在のため、施設側が自ら操作技術者を有することが多い。 
以上より、今回は施設側で操作技術者を雇用することを想定せねばならないが、いか

に確保するかが課題となる。 
また、施設側でなく演者側が、その演目に応じた照明・音響・舞台機構などの操作を

行う専属の技術者を有している場合も想定されるが、有名演奏家に限られるなど、珍し
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いケースである。また、そうした場合においても、開催する施設毎に照明や音響、映像

の機器の操作方法、機材の仕様、電源の配置位置、舞台機構関連機材の操作方法が異な

ることから、施設側は、舞台関連設備、機材等の仕様や操作方法、特徴を事前に専属技

術者へ、詳しく説明する必要があるため、施設側に舞台設備を理解している技術者の配

置は必須である。 

今後、「イ」国側が、技術者の雇用を積極的に進めつつ、日本側も技術的な支援の必

要性を検討していく必要がある。 

(3) ソフトコンポーネントにおける対応方針 

上記の通り、運営・維持管理にかかわる組織形態、体制については、議論を行ってき

たものの現時点では未確定であり、必要な支援について具体の検討を行うことができな

い。そのため、ソフトコンポーネントの初期計画として、現時点において確実に効果、

意義が有ると考えられる部分についてのみ投入を行うこととし、「イ」国側の体制構築

状況のモニタリングと「イ」側との協議を通じ、さらに必要と判断されるコンポーネン

トが確認された場合には順次追加していくこととする。 

① 組織体制及び人員配置計画（責任範囲、業務分掌も含む）、人材確保・育成計

画、民間委託体制を含む事業運営の計画にかかわる方針策定部分への支援とし

て、ソフコンの投入を行う。 

② ①での方針策定以降に必要となる具体的な組織編制、人材雇用計画や、運営計

画、それに基づく運営のための資料作成等は、「イ」国側の体制確定や、①の

各方針に見通しが立った時点で、支援が必要である領域を再度整理し、ソフコ

ンの追加投入を追って検討する。 

③ 舞台技術管理部門に関連する技術指導についても②同様に、「イ」国側体制の

確認とニーズの再整理を実施し、必要に応じて追加コンポーネントを検討する。 
 
尚、②と③の追加投入を検討する際、デリーやムンバイでの類似施設運営状況や、イ

ンド独自の舞台芸術の歴史や蓄積、そこに対して日本が支援投入を行うことの必要性、

意味について十分に検討する。 可能な限り「イ」国側の主体性を引き出しつつ、持続

的な運営がなされることを主眼に置きつつ検討を行う。 

2. ソフトコンポーネントの目標 

本ソフトコンポーネントの実施における背景と方針を踏まえ、本事業で行うソフトコ

ンポーネントの目標は以下の通りとする。 

 VCC の組織体制及び、事業運営計画の策定方針を立案できるようになる。 
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3. ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネントの目標を踏まえ、本事業で行うソフトコンポーネント実施によ

り期待される直接的成果は、以下の通りである。 

(a) 施設運営のための事業運営計画の策定方針が作成され、事業運営計画策定における

具体的検討項目(表 4 の各項目を含む)、対応する責任者、策定スケジュールが明確

化される。 
(b) 施設運営のための組織体制の策定方針が作成され、組織編制における具体的な検討

項目(表 4 の各項目を含む)、対応する責任者、スケジュールが明確化される。 

4. ソフトコンポーネントの成果達成度の確認方法 

ソフトコンポーネントの成果達成度については、以下の方法で確認することとする。 
表 1 ソフトコンポーネントの成果項目と達成度の確認方法 

目標 成果項目 期待される成果の確認方法 対象カウンターパート 

VCC の組織体制及び、

事業運営計画の策定方

針を立案できるように

なる。 

(a)施設運営のための事業

運営計画の策定方針等が

作成される。 

事業運営計画の策定方針の

確認 ・館長 
・運営管理マネージャー 
・資産管理マネージャー 
・運営・会計管理部門 

(b)施設運営のための組織

体制の策定方針が作成さ

れる。 

組織・業務分掌、人材雇用、

内部規定の策定方針の確認

（出典：JST） 

5. ソフトコンポーネントの投入計画 

(1) 専門家派遣計画 

上記を実施するために、劇場運営計画の専門家を 1 名、ソフトコンポーネント計画

全体の取りまとめ及び初期投入以降の投入計画の必要性の検討のためにソフトコンポ

ーネントマネジメント・ファシリテーションを 1 名、以上計 2 名の投入を提案する。

各担当業務とカウンターパートは、以下の通り想定される。 

投入時期は、「イ」国側で VCC の組織形態及びマネジメント体制が確立され、運営

責任者が任命された後とする。（2018 年 9 月頃予定） 

別途、施工監理として現地派遣されるコンサルタント日本人施工監理技術者（業務

主任、舞台特殊設備、電気設備、機械設備）との連携を図り、ソフトコンポーネント

の対象となる先方の運営維持管理体制構築（新規雇用含む）の進捗確認、および促進

を適宜行うことで、技術指導等の活動をより効果的に実施できるように留意する。 
  

添付資料 6：ヴァラナシ国際協力・コンベンションセンター建設計画 
ソフトコンポーネント計画書 

 

A-6-8



 

7 

表 2 専門家派遣計画 

専門家 M/M 渡航 対象者 担当 

劇場運営計画専門家  海外 
0.6 M/M 
国内 
0.2 M/M 
 
合計 
0.8 M/M 

１回 館長 
運営管理マ

ネージャー 
資産管理マ

ネージャー 

運営・会計管

理部門 

下記、事前確認を経て組織体制、運営計画策定の前

提条件を明確化する。 

 組織体制の検討を早い段階に完了させ、その組

織体の法規制に基づき、組織化を行う。関連す

る支援組織を明確にするとともに、各支援組織

の責任者を明らかにし、VCC の組織化に取り

込んでいく。 
 想定されるスタッフの経験、能力を確認し、運

営計画作成指導のベースとする。 
 民間委託に関しては、収益性の高い施設が現地

側で実施される周辺インフラ開発に含まれて

いるかによって、その魅力度に大きく影響する

ため、計画に現実性を確認する。 
 

VCC の組織体制構築、運営計画策定の方針ついて、

日本における事例も紹介しつつ、指導・助言を行う。 

策定方針の検討過程において、インド側の対応事項

を明確化する。 

ソフトコンポーネントマ

ネジメント・ファシリテ

ーション 

海 外
0.3M/M 

1 回 館長 
運営管理マ

ネージャー 
資産管理マ

ネージャー 
運営・会計管

理部門 

本ソフコン計画全体のとりまとめ、及びカウンター

パートや運営責任者と各種調整を行う。 

下記に留意し、本ソフコン後の日本側の追加ソフコ

ン投入の必要性の検討を行う。 
 追加ソフコン投入の必要性の検討 
 追加ソフコンの内容の検討 
 指導リソースの調達方法の検討 

初期段階における組織の構築促進 

支援組織（アドバイザリーコミッティ等）の立ち上

げや連携管理のサポートを行う。 

 

当該専門家は、ソフトコンポーネントを効率的に実施するために、技術指導の計画の

策定、MoHUA、CPWD、SPV、VMC などの関係機関等と十分に協議を行う。なお、実施

場所は、建設中は VMC 内の会議室、BHU の講堂などを想定し、竣工後は VCC 施設を利

用する。 

(2) 活動内容（案） 
各講師の活動内容は、以下の通りである。 それぞれの活動において、組織体制・人材

雇用の方針検討、運営計画作成に向け検討する際には、表 4 の例を含む具体的な検討項

目に対して、日本の事例の紹介を行いながら、各項目の責任者（「イ」国側の対応が原

則、ソフコン対応は必要性の確認実施）、アウトプットイメージ、作成時期について「イ」

国側の主体性を引き出しながら業務に当たる。 
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表 3 各講師の活動案 
I：劇場運営計画策定指導の活動案 

日数 週 活動内容 指導形態 
国内 

4 日  英文資料の作成  
1 次派遣 

18 日 

1 

移動（日本→インド）  
1) インセプションレポートの協議と合意 協議 
2) 組織体制構築 

講義／協議 

・ 協力準備調査の結果に基づき運営主体の決定を支
援する。 

・ 運営のアドバイスを行うコミティーメンバー（支
援組織を含む）を検討、促進する。 

・ コミティーメンバー及び各支援機関の責任者を再
確認する 

・ それぞれの役割配分を明確にする 

2 

3) 組織体制・人材雇用の方針検討 

講義／協議 
・ 雇用する機関と専門性を明確にする 
・ 組織における序列と役割分担を明確にする 
・ 専門人材の技術レベルと雇用可能性を把握する 
・ 人件費の負担を明確にする 
4) 運営計画作成に向けた検討 

講義／協議
／共同作業 

・ VCCの目的に合致するイベント誘致の方針を検討
する 

・ 利用料金の設定方針を検討する 
・ 民間企業とのリスク分担、費用分担を検討する 

3 
 

5) 民間委託業務部分の検討 

講義／協議 
・ 運営・維持管理に関わる業務、民間委託スキーム

を明確にする 
・ 業務内容と対応できる組織・人材を明確にする 
・ 民間に委託すべき業務内容を確認する 
・ 財務分析の実施 共同作業 
6) 発注形式などの方針検討 

講義／協議 ・ 民間への発注条件を検討する 
・ 民間委託対象企業・組織を検討する 
・ 民間導入スケジュールを検討する 共同作業 
移動（インド→日本）  
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II：ソフトコンポーネントマネジメント・ファシリテーションの活動案 
日数 週 活動内容 指導形態 

1 次派遣 

9 日 

1 

移動（日本→インド）  
1) 組織体制の確認 

講義／協議
／共同作業 

・ 運営主体、体制案の確認 
・ アドバイザリーコミティー、関係機関と協力体制

の確認 
・ 民間委託に関する方針の確認 
・ 専門人材調達可能性の確認 

2 

2) 日本側追加ソフコン支援の必要性の確認 

講義／協議
／共同作業 

・ 追加支援の必要な分野の確認 
・ 追加投入を行う場合の対象となる人材雇用の方

針、スケジュールの確認 
・ 追加投入計画の策定（時期、内容） 
・ 指導リソースの調達方法の検討 

（インド国内及び日本） 
移動（インド→日本）  
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表 4 組織体制・運営計画策定にかかわる具体的検討項目例 

検討項目 具体的内容例 

組織体制の検討 ・独立組織の設立状況 

・委員会メンバーとしての支援機関、責任者の確認 

・組織図の作成 

人材雇用・業務分掌等の作成 ・人件費の設定 

・雇用契約の作成 

・業務分掌の作成 

運営計画作成 ・フレームワークの確認、項目出し 

運営維持管理ガイドライン作成  

民間委託部分の業者選定業務 ・民間委託先の能力、スタッフ数、経験の確認 

・民間委託発注内容の最終化 

・入札図書の作成 

・民間委託先への発注書、条件書の作成 

・民間委託者の選定 

マーケティング戦略の作成 ・ターゲット層の確認 

・利用媒体の選定、コスト、明確化 

・マーケティングスケジュールの作成 

マーケティング業務の実施 ・マーケティング実施状況のモニタリング・評価 

開館準備作業の検討 ・年間プログラムの計画・作成 

・招聘者、演出者の検討 

・招聘者、演出者の決定・調整 

内部統制文書の整備 ・内規、細則等 

会計処理システムと体制の構築  

広報活動 ・メディア別の行動計画の作成 

・コンテンツの確認、印刷 

・配布、掲載、発信 

運営開始時の立ち上げ ・安全管理、セキュリティ管理 

・ビジターマネージメント 

・避難訓練の実施 

・清掃、試運転 

・関連省庁との連携確認（交通、ゴミ処理等） 

(出典：JST) 
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6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

前述の通り、VCC と類似する劇場型の施設は「イ」国内では限られており、専門家

自体の数も限られている。更に、それらの専門家は、所属する施設での年間プログラム

が組まれており、長期に渡って、所属施設を離れ VCC での研修実施に協力する事が難

しい。よって、「イ」国内での実施リソースの調達は難しく、また、本施設建設が、日

印交流事業としての重要な取組であることを踏まえ、日本人専門家を派遣する計画とす

る。 
本ソフトコンポーネントにおける内容は、「イ」国の舞台芸術の経験・思想を活かし

つつ、日本の運営手法における良さを活かした運営方針を策定することが必要である。

従って、劇場運営計画専門家には、当該専門分野にかかる知見が豊富であり、本事業内

容や経緯を熟知している日本人専門家を選定したい。 
担当者は、ソフトコンポーネント実施にあたっては先方機関関係者と十分協議の上、

指導内容、全体スケジュール等を確認して進めることとする。また、インドにおける舞

台公演、演奏会、演劇などに関する慣習等については、文化・芸能、観光関連等の専門

家にコミッティーへの参画を仰ぎ、協力を促したい。 

7. ソフトコンポーネントの実施工程 

案件全体の進捗度に合わせ、現段階におけるソフトコンポーネントの専門家の投入時

期は、以下、表 5 の通りと考えている。 
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8. ソフトコンポーネントの成果品 

「イ」国側及び日本側への完了報告書の他、ソフトコンポーネントの成果品として次を

予定している。 

(a) 運営計画の策定方針（事業運営計画策定における具体的な検討項目(表 4 の各項目を含

む)、対応する責任者、策定スケジュールの明確化） 

(b) 組織体制の策定方針（詳細な組織編制における検討項目(表 4 の各項目を含む)、対応

する責任者、スケジュールの明確化） 

(c) 各種報告書 

9. ソフトコンポーネントの概略事業費 

本ソフトコンポーネントの概算事業費は 4,651 千円であり、内訳は以下の通りである。 

表 6 ソフトコンポーネントにおける概略事業費 

費用項目 
金額 

備考 内貨（千円） 
※INR→円換算額 外貨（千円） 合計（千円） 

１）直接人件費 ―   1,035 1,035  

２）直接経費 295 1,168 1,463  

３）間接費 ― 2,153 2,153  

合計 295 4,356 4,651  

出典：JST （※換算レート：1INR＝1.79JPY） 

10. 相手国実施機関の責務 

MoHUA、CPWD、SPV、VMC など、本計画の関係機関は、技術指導の日程調整 及
び会場の提供をおこなうとともに、対象となる研修員を選定・雇用し、技術指導に参

加させることが求められる。特に重要な人材として、将来の VCC の運営を担う館長、

運営管理及び資産管理マネージャーの雇用である。 
また、運営主体へ助言を行うコミティーメンバー及びヴァラナシにおける劇場運営

に経験豊富な支援組織との連携構築を進めておくことで、本ソフトコンポーネントを

スムーズに進めることが可能になる。 
また、並行して現地側負担工事となっている、周辺インフラの開発は、VCC の稼働

率向上と民間委託を公募する場合の重要な要素となるため、その開発を速やかに進め

ることが求められている。 
 

以上 

添付資料 6：ヴァラナシ国際協力・コンベンションセンター建設計画 
ソフトコンポーネント計画書 
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